
香取市市街地液状化対策事業計画(案）例 〔下川岸地区〕
一　対象とする区域 五　市街地液状化対策推進事業において行われる交付対象事業

（仮称）香取市市街地液状化対策事業〔下川岸地区〕
事業概要

六　交付対象事業の概算事業

二　対象区域の面積

約14,000m
2

三　計画期間
（仮）2014年4月～2019年3月〔5年間〕

四　公共施設と宅地との一体的な液状化対策の内容

七　土地所有者等の負担額

八　その他必要な事項

　東北地方太平洋沖地震 （2011.3.11）により公共施設（市道、ライフライン等）及び住宅に液状化被害があった。
将来、発生が想定される地震による液状化被害を軽減するため、公共施設及び宅地敷地内をセメント系固化材
等による地盤改良を実施し、対象域地盤の液状化に対する抵抗力を増強する事業である。

・香取市下川岸
・面積　約14,000㎡
・戸数　約20戸
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宅地部道路部 ：機械攪拌工法（道路部）

：高圧噴射工法（宅地部）
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直径1m

道路幅

20％ラップ

直径1m

1m

20％ラップ

改良体1個分改良体1個分

宅地部
（高圧噴射攪拌工法）

道路部
（機械攪拌工法）

格子状改良平面配置図

格子状地中壁工法平面配置図

上からみた図

斜め上からみた図

格子状地中壁工法平面図及び断面図
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香取市市街地液状化対策事業計画(案）例 〔水郷大橋町地区〕
一　対象とする区域 五　市街地液状化対策推進事業において行われる交付対象事業

（仮称）香取市市街地液状化対策事業〔水郷大橋町地区〕
事業概要

六　交付対象事業の概算事業

二　対象区域の面積

約7,000m
2

三　計画期間
（仮）2014年4月～2019年3月〔5年間〕

四　公共施設と宅地との一体的な液状化対策の内容

七　土地所有者等の負担額

八　その他必要な事項

　東北地方太平洋沖地震 （2011.3.11）により公共施設（市道、ライフライン等）及び住宅に液状化被害があった。
将来、発生が想定される地震による液状化被害を軽減するため、公共施設及び宅地敷地内をセメント系固化材
等による地盤改良を実施し、対象域地盤の液状化に対する抵抗力を増強する事業である。
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直径1m

道路幅

20％ラップ

直径1m

1m

20％ラップ

改良体1個分改良体1個分

宅地部
（高圧噴射攪拌工法）

道路部
（機械攪拌工法）

格子状改良平面配置図

格子状地中壁工法平面配置図

上からみた図

斜め上からみた図

・香取市水郷大橋町
・面積　約7,000㎡
・戸数　約30戸
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宅地部道路部 ：機械攪拌工法（道路部）

：高圧噴射工法（宅地部）

格子状地中壁工法平面図及び断面図
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香取市市街地液状化対策事業計画(案）例 〔新開町地区〕
一　対象とする区域 五　市街地液状化対策推進事業において行われる交付対象事業

（仮称）香取市市街地液状化対策事業〔新開町地区〕
事業概要

六　交付対象事業の概算事業

二　対象区域の面積

約11,500m
2

三　計画期間
（仮）2014年4月～2019年3月〔5年間〕

四　公共施設と宅地との一体的な液状化対策の内容

七　土地所有者等の負担額

八　その他必要な事項

　東北地方太平洋沖地震 （2011.3.11）により公共施設（市道、ライフライン等）及び住宅に液状化被害があった。
将来、発生が想定される地震による液状化被害を軽減するため、公共施設及び宅地敷地内をセメント系固化材
等による地盤改良を実施し、対象域地盤の液状化に対する抵抗力を増強する事業である。

直径1m

道路幅

20％ラップ

直径1m

1m

20％ラップ

改良体1個分改良体1個分

宅地部
（高圧噴射攪拌工法）

道路部
（機械攪拌工法）

格子状改良平面配置図

格子状地中壁工法平面配置図

上からみた図

斜め上からみた図

格子状地中壁工法平面図及び断面図
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・香取市新開町
・面積　約11,500㎡
・戸数　約25戸
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：高圧噴射工法（宅地部）
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香取市市街地液状化対策事業計画(案）例 〔新開町地区〕
一　対象とする区域 五　市街地液状化対策推進事業において行われる交付対象事業

（仮称）香取市市街地液状化対策事業〔新開町地区〕
事業概要

六　交付対象事業の概算事業

二　対象区域の面積

約11,500m
2

三　計画期間
（仮）2014年4月～2019年3月〔5年間〕

四　公共施設と宅地との一体的な液状化対策の内容

七　土地所有者等の負担額

八　その他必要な事項

千葉県香取市
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・香取市新開町
・面積　約11,500㎡
・戸数　約25戸

遮水壁
（鋼矢板　Ⅲ型）
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井戸5m

地下水位低下工法平面図及び断面図

地下水位低下工法イメージ及び施工例

46m

揚水井戸 遮水壁
（鋼矢板　Ⅲ型）

井戸設置後イメージ矢板設置イメージ

　東北地方太平洋沖地震 （2011.3.11）により公共施設（市道、ライフライン等）及び住宅に液状化被害があった。
将来、発生が想定される地震による液状化被害を軽減するため、地下水位を低下させて対象域地盤の宅地直下部
に発生する液状化を抑制する事業である。
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香取市市街地液状化対策事業計画(案）例 〔府馬地区（おおくすニュータウン）〕
一　対象とする区域 五　市街地液状化対策推進事業において行われる交付対象事業

（仮称）香取市市街地液状化対策事業〔府馬地区〕
事業概要

六　交付対象事業の概算事業

二　対象区域の面積

約22,000m
2

三　計画期間
（仮）2014年4月～2019年3月〔5年間〕

四　公共施設と宅地との一体的な液状化対策の内容

七　土地所有者等の負担額

八　その他必要な事項

千葉県香取市

太
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洋
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霞

ヶ
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利
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　　　　川

地下水位低下工法イメージ図

地下水位低下工法
平面図及び断面図

・香取市府馬
（おおくすﾆｭｰﾀｳﾝ）
・面積　約22,000㎡
・戸数　約40戸

5m

 遮水壁 集水井
5m

(鋼矢板 Ⅲ型)

調整池

234m

集水井イメージ写真

施工中 上からみたイメージ

地下水位低下工法施工例鋼矢板 Ⅲ型,l=5m
  (サイレントパイラー）

集水井（φ3500,Dep=5m)

排水管
集水管

凡例

　東北地方太平洋沖地震 （2011.3.11）により公共施設（市道、ライフライン等）及び住宅に液状化被害があった。
将来、発生が想定される地震による液状化被害を軽減するため、地下水位を低下させて対象域地盤の宅地直下部
に発生する液状化を抑制する事業である。
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香取市市街地液状化対策事業計画(案）例 〔笄島地区〕
一　対象とする区域 五　市街地液状化対策推進事業において行われる交付対象事業

（仮称）香取市市街地液状化対策事業〔笄島地区〕
事業概要

六　交付対象事業の概算事業

二　対象区域の面積

約23,000m
2

三　計画期間
（仮）2014年4月～2019年3月〔5年間〕

四　公共施設と宅地との一体的な液状化対策の内容

七　土地所有者等の負担額

八　その他必要な事項

　東北地方太平洋沖地震 （2011.3.11）により公共施設（市道、ライフライン等）及び住宅に液状化被害があった。
将来、発生が想定される地震による液状化被害を軽減するため、公共施設及び宅地敷地内をセメント系固化材
等による地盤改良を実施し、対象域地盤の液状化に対する抵抗力を増強する事業である。

直径1m

道路幅

20％ラップ

直径1m

1m

20％ラップ

改良体1個分改良体1個分

宅地部
（高圧噴射攪拌工法）

道路部
（機械攪拌工法）

格子状改良平面配置図

格子状地中壁工法平面配置図

上からみた図

斜め上からみた図
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・香取市笄島
・面積　約23,000㎡
・戸数　約20戸

地盤
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宅

住
宅

住
宅

住
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住
宅

住
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住
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住
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宅地部道路部、水路部 ：機械攪拌工法（道路部）

：高圧噴射工法（宅地部）

314m

住
宅

住
宅

住
宅

住
宅

格子状地中壁工法平面図及び断面図

8-6



香取市市街地液状化対策事業計画(案）例 〔十間川地区〕
一　対象とする区域 五　市街地液状化対策推進事業において行われる交付対象事業

（仮称）香取市市街地液状化対策事業〔十間川地区〕
事業概要

六　交付対象事業の概算事業

二　対象区域の面積

約3,000m
2

三　計画期間
（仮）2014年4月～2017年3月〔3年間〕

四　公共施設と宅地との一体的な液状化対策の内容

七　土地所有者等の負担額

八　その他必要な事項

　東北地方太平洋沖地震 （2011.3.11）により公共施設（市道、河川、ライフライン等）及び住宅に液状化被害が
あり、十間川では側方流動が生じた。将来、発生が想定される地震による液状化被害を軽減するため、十間川
でセメント系固化材等による地盤改良を実施し、液状化に対する抵抗力を増強する事業である。

直径1m
20％ラップ

改良体1個分

千葉県香取市

太
平
洋

霞

ヶ
浦

利
　　根
　　　　川

格子状地中壁工法平面配置図

上からみた図

斜め上か
らみた図

格子状地中壁工法平面図及び断面図

・十間川
・改良延長　約160m
・改良面積　約3,000㎡

16m

6m

機械攪拌工法

機械攪拌併用
高圧噴射攪拌工法

機械攪拌工法

格子状改良

(奥行き10m間隔)

延長約160m

幅16m

利
　　　根
　　　　　　川　→

↑対象区域
　（十間川下流端約160m区間）

　　　　　　利→
　　　根
川

十　間　川　→

↑
 小
  野
   川

銚
子
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